
節電のお願いと当社の取組み状況について節電のお願いと当社の取組み状況について

平成２４年５月２９日
関西電力株式会社



今夏の需給見通し今夏の需給見通し



過去５年の最大電力実績と定着した節電等を織り込んだ想定需要 １

○平成２２年度並の猛暑を想定し、定着した節電と随時調整契約を織り込んだ場合、今夏の需要は最大で２，９８７万ｋＷになると

想定しています。

○また、各月や各週の想定は、過去５年の最大電力実績と定着した節電・随時調整契約を織り込んで想定しています。
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供給力確保の状況（８月）

原子力
337万kW

現時点の供給力昨夏実績（H23/8/9）

（万kW）

2,947万kW

揚水
448万kW

他社・融通
522万kW

火力
1,415万kW

水力
225万kW

揚水
223万kW

他社・融通
644万kW

火力
1,472万kW

水力
203万kW

2,542万kW

○自社設備は全台稼動、他社・融通からの調達も最大限実施しますが、８月の供給力は２，５４２万ｋＷの見通しです。

▲337万kW

▲225万kW

＋121万kW

＋57万kW

▲22万kW

■自社設備

・自社設備は、火力・揚水・水力とも、定期検査や
大規模な補修作業を延期して、全台稼働する計画
としております。
・法定点検のある火力については、災害規定を活用
し、法定期限外まで定期点検を延期します。
・また、定期点検時に実施してきた、消耗品などの
取替えができないため、巡視や保守を強化すると
ともに、最低限必要な補修作業は、土日や夜間
など、短期間で行います。

・火力については、長期計画停止機である海南２号機
の再稼動や小型ガスタービンを姫路第一発電所
に設置します。
・また、コンバインドサイクル機に吸気冷却装置を設
けることで、夏場の出力低下の低減を図るとともに、
昨夏同様、出力向上運転を行います。

■他社・融通

・他社からの受電については、自家発電をお持ちの
お客さまに可能な限りの増出力をお願いしており
ます。
・他電力会社からの融通については、夜間時間帯、
他電力管内の自家発余剰を含めて、現時点で
可能な限りの送電をお願いしております。
・なお、ＩＰＰなどからの受電については、自社設備
同様に全台稼働し、可能な限りの発電をお願い
しております。

供給力確保の取組み

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0
※四捨五入のため合計が合わないことがあります。

２



4.4

▲ 5.2

▲ 14.9
▲ 15.7

▲ 8.2

-20

-15

-10

-5

0

5

今夏の需給見通し

○今夏の需給見通しは、定着した節電を織り込んでも、７月から９月１週目までマイナスの需給ギャップが
発生し、７月後半から８月末までは▲１５％程度となる見通しです。

4.4%▲5.2%▲14.9%▲15.7%▲8.2%予備率
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2週目

▲8.2%▲17.9%▲18.7%▲11.2%3％控除予備率

▲150▲445▲470▲225予備力（万ｋＷ）

2,7522,5422,5172,532供給力（万ｋＷ）

2,9022,9872,9872,757需要【随時調整契約

加味後】（万ｋＷ）

1週目後半前半

９ 月８ 月７ 月

【参考：過去５年最大需要での需給見通し】

（発電端）

0.7%▲9.8%▲18.4%▲19.2%▲11.7%予備率

▲2.3%
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▲12.8%▲21.4%▲22.2%▲14.7%3％控除予備率

▲293▲570▲593▲334予備力（万ｋＷ）

2,7142,5252,5022,513供給力（万ｋＷ）

3,0073,0953,0952,847需要（万ｋＷ）

（％）

平成２４年想定需要（定着した節電、随時調整契約織込）における需給ギャップ（予備率）

３



お客さまへの節電のお願いお客さまへの節電のお願い



必要予備力
３％

予備力を考慮した需給ギャップ

３，０９５万ｋＷ：Ｈ２２実績需要
（節電のない、猛暑の一昨年需要）

２，５２５万ｋＷ

２，４３２万ｋＷ

８月の場合：２１．４％
（▲６６３万ｋＷ）

節電・景気影響等

節電をお願いする量の考え方

お願いしたい節電量１５％以上

○想定需要は定着した節電等を織り込んでいることから、お客さまの節電前の実績である平成２２年夏季使用

最大電力を基準としております。

○予備力等を考慮した需給ギャップを解消する取組みが必要ですが、節電等により需要が減少した場合の

揚水供給力の増加や、運用段階での応援融通などによる供給力確保の効果等を考慮した水準に、国の調整

による中部電力・北陸電力ならびに中国電力管内での節電のご協力による融通の増加を見込み、平成２２年

夏季使用最大電力から１５％以上の節電をお願いしたいと考えております。。

随時調整契約

・節電の協力等によって需要が減少
することによる揚水発電の供給力
増加
・出水に恵まれた場合の水力発電の
増加、運用段階の融通等の増加

・中部・北陸・中国電力管内での節
電のご協力による融通の増加
（融通の増加による揚水発電の供給
力増加）

２，５４２万ｋＷ

８月の場合：１４．９％
（▲４４５万ｋＷ）

２，９８７万ｋＷ

Ｈ２４想定需要
（定着した節電、随時調整契約織込）

２，９８７万ｋＷ

４



節電をお願いする期間の考え方

▲５％

０％
７月 ８月

２日
（月）

７日
（金）

９月

▲１０％

▲１５％

▲２０％

平成２４年想定需要（定着した節電、随時調整契約織込）において需給ギャップ（予備率）がマイナスとな

る７月２日（月）から９月７日（金）までの期間の節電をお願いしたいと考えております。

平成２４年想定需要（定着した節電、随時調整契約織込）における需給ギャップ（予備率）

５



節電をお願いする時間帯の考え方

９時～２０時の時間帯での節電をお願いしたいと考えております。

なお、特に需要の多い１３時～１６時の重点的な節電をお願いいたします。

（時台）

９時～２０時

（万ｋＷ）

平成２４年想定需要（定着した節電、随時調整契約織込）のロードカーブ
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❏夏の平日の電気の使われ方

お客さまへの節電のご協力のお願い

夏の電力需要は、平日の日中（１４時頃）に

ピークが先鋭化します。

特に気温が高くなる１３時～１６時に需要が

多くなります。

７月２日～９月７日の平日（８月１３日～１５日を除く）、９時～２０時の間、１５％以上 の

節電のご協力をお願いいたします。
すなわち、節電にあたっては、平成２２年夏季における使用最大電力の値等を基準とし、この８５％を超えない水準を目標としていただく

ようお願いいたします。

上記節電に支障の生じない範囲で、早朝（７時～９時）や夜（２０時～２５時）の時間帯においても、揚水発電の供給力

を増加させる観点から、日常生活や経済活動に支障を生じない範囲での節電に、ご協力をお願いいたします。

また、ご家庭では健康に影響のない範囲で、病院や鉄道等ではライフライン機能等の維持に支障が生じない

範囲で、節電にご協力をお願いいたします。

なお、気温の状況等により、さらに需給が逼迫することも考えられます。その際には、でんき予報や需給逼迫の

お知らせメール等を通じて、一層の節電のお願いをさせていただく場合もございます。重ねてご理解・ご協力を

お願いいたします。

※平成２２年夏季使用最大電力を基準としております。

（※）

全体

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23
（時台）

節電をお願いしたい
時間帯

７



ご家庭のお客さまへのご協力のお願い

ご家庭のお客さまの電力需要は、朝方より

気温の上昇に合わせ緩やかに増えはじめ、

ご家族が帰宅される夕方以降に最も大きくなり

ます。

❏ご家庭での夏の平日の電気の使われ方

夏の平日の昼間（１４時頃）は、ご家庭での消費電力のうちエアコン、冷蔵庫、テレビ、照明で全体の約８割を占め

ます。エアコンの高めの温度設定（室温２８℃を目安）、冷蔵庫の控えめな温度設定（「強」から「中」に変更）など、

これらの機器を中心に節電に取り組んでいただくと効果的です。また、他の時間帯へ電化製品のご使用をずらし

ていただくことも有効な節電対策になります。

なお、エアコンの控え過ぎによる熱中症などには十分にご注意いただき、節電にご協力ください。

全体

家庭

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23
（時台）

節電をお願いしたい
時間帯

ご家庭のお客さまは平成２２年夏季使用最大電力（ｋＷ）との比較が困難ですので、パンフレット等

に掲載している「節電対策チェックシート」等を参考にしていただき、節電にご協力をお願いいたし

ます。節電にあたっては「各種電気料金メニュー」や、「節電トライアル」、「はぴｅみる電」（WEBでの「電気ご使

用量のお知らせ照会サービス」）などもご活用いただきますようお願いいたします。

►全戸に配布するチラシ、ＣＭ、新聞広告などを通じてお願いしてまいります。

８



法人のお客さまへのご協力のお願い

業務用および産業用のお客さまの電力需要は、

事業活動が始まる朝から夕方にかけて、一定の

高い水準で推移します。

（産業用のお客さまでは、お昼休みの１２時頃には

電力需要は一旦下がります。）

❏法人のお客さまの夏の平日の電気の使われ方

［オフィスや商店など（業務用）のお客さま ］

空調の抑制や不要な照明の消灯などを中心に節電にご協力をお願いいたします。

節電のご協力にあたっては、業種ごとにご用意したパンフレットや、需給調整に係る電気料金

メニューなどをご活用いただきますようお願いいたします。

［工場など（産業用）のお客さま ］

空調の抑制や不要な照明の消灯など一般設備の使用抑制、生産工程の節電対策や自家発電

設備の活用、操業シフトなどにより、節電にご協力をお願いいたします。節電のご協力にあたって

は、需給調整に係る電気料金メニューなどをご活用いただきますようお願いいたします。

全体

産業

業務

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23
（時台）

節電をお願いしたい
時間帯

► お客さまへのご訪問やダイレクトメールでのご連絡を通じてお願いしてまいります。

９



今後の取組みについて今後の取組みについて



検討状況

2週間前の出水量の見極めに向け運
用面での改善を検討中

前日の気象予報を踏まえて太陽光の
供給力を評価していく

設置されれば積極的に活用していく。

（新市場は６月中に設置予定）

前日のスポット市場で、積極的に調達
していく。

買い入札を継続していく。

引き続き掲示板で募集を続けていく。

余力を少しでも供給いただけるようお
願いを続けていく。

需要期が近づいた段階で、その時の余
力に応じて、可能な限り送電いただけ
るよう送電会社に引き続き働きかけて
いく。

出水状況が良好であれば供給力増加の可能性水力

天候が良好であれば供給力増加の可能性太陽光

再エネ

設置検討中の分散型・グリーン売電市場（仮称）を活
用した、管外自家発の余力調達

新市場の活用

直前までの積極的な調達スポット市場の活用

夏季商品（月間・週間）の積極的な調達先渡市場の活用

全国の取引会員からの供給力募集掲示板の活用

卸電力

取引所

新電力への管内節電のご理解と余力供給の要請など、
他社・自家発からの追加供給力確保に全力で努力

さらなる調達努力
他社・
自家発

他電力管内において節電の支援による余力が生じれ
ば、さらなる受電をお願い

（他の供給力不足のある電力への配慮も必要）

他電力管内の

節電による支援

他電力において需給状況に余力が生じればさらなる受
電をお願い
（他の供給力不足のある電力への配慮も必要）

さらなる融通受電

融通

実施内容

１０供給面での取組みとリスクについて

電源の計画外停止電源トラブル

他社の電源の計画外停止や、気温が想定を上回ることが明らかになった場合は、さらなる融通受電が期待でき
なくなることや、計画している融通が減少する可能性

融通の減少

内容

○減少のリスク

○改善に向けた取り組み
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当社の負荷調整要請に基づき、ビル、工場等の空調・照明設備等の負荷調整・制御を行うエネルギー管理

システム（ＢＥＭＳ）を導入されたお客さまに対し、負荷調整を働きかけ、ピーク抑制を実施いただける

アグリゲーターを募集
【募集時期】平成２４年５月２８日～平成２４年６月１５日（当社HPから募集）
【実施期間】平成２４年７月２日～平成２４年９月７日

【負荷調整の依頼タイミング】需給逼迫が予想される日の前日の午後

【負荷調整時間帯】平日の午前９時～午後８時までの間で、当社が要請する時間帯（※午後１時～午後４時を必ず含む）

【負荷調整の対象となるお客さま】当社管内の高圧（契約電力５００ｋＷ未満）のお客さま

ＢＥＭＳアグリゲーターと
の協業によるﾋﾟｰｸ抑制

・休日特約の拡充（１０日以上休日を設定された場合に割引単価の引上げ）

・ピーク時間調整特約の拡充

（調整未達補償金の設定と合わせた割引単価引き上げ、日・時間単位の負荷調整を加入条件として設定）

・通告調整特約の拡充（契約調整電力の下限値引き下げ、前週通告プランの設定、実施割引の拡大）

計画調整特約等の拡充

【実施日】 平成２４年７月１日

【適用対象】 供給約款の従量電灯の適用範囲に該当し、ピーク時間以外の時間帯へ負荷移行が可能なお客さま

【季節区分】 夏季：７月１日～９月３０日、他季：１０月１日～翌年６月３０日

ピーク時間：夏季平日１３時～１６時、オフピーク時間：ピーク時間、夜間時間以外、夜間時間：毎日２３時～翌７時

新たな料金メニューの

新設（季時別電灯ＰＳ）

今年（７～９月分）の電気ご使用量の合計を、昨年（７～９月分）の合計と比較し、

削減率に応じて「ＱＵＯカード」進呈。

【応募対象】 従Ａ／従Ｂ／時間帯別電灯／季時別電灯ＰＳ／季節別時間帯別電灯／低圧電力／低圧総合利用

【応募期間】 平成２４年６月１日（金）～平成２４年７月３１日（火）

【達成条件と賞品】

節電インセンティブ施策

（節電トライアル）

新
た
な
取
組
み

最大限の供給力確保に加えて、①期間中通じての節電のお願い、②需給逼迫時における

より踏み込んだお願いを実施。
昨夏昨冬の節電対策の継続・強化

実施内容

新
た
な
取
組
み

【適用期間】平成２４年７月２日～平成２４年９月７日

【対象】当社管内の特高・高圧（契約電力５００ｋＷ以上）のお客さま

【募集のタイミング】需給逼迫が予想される日の前週の金曜日から前日までの間で、追加的な負荷調整が必要と

想定される日毎に入札を実施。

【応札方法】お客さまから、事前登録のお申し込みをいただき、ＩＤ・パスワードを登録。

【実績調整電力の算定式】実績調整電力 ＝ 前週の同じ曜日の該当調整時間の平均電力 － 調整時間の平均電力

【調整割引額】実績調整電力（ｋＷ）×割引単価（円/ｋＷ）×調整時間（ｈ）

ネガワットプランの実施

法
人
の
お
客
さ
ま

１１需要面での取組みについて

●５％以上１０％未満⇒５００円分 ●１０％以上１５％未満⇒１，０００円分 ●１５％以上⇒１，５００円

※「はぴｅみる電」加入で＋５００円

１２

参考１

参考２

参考３

参考４

参考５

（対象）
高圧（契約電力500kW未満）
のお客さま

（対象）
特高、高圧（契約電力500kW以上）
のお客さま



節電対策の継続、強化について

※分野別については、限られたサンプルデータを元に、統計値などを用いて
推計した値です。

○主な取組み

・法人(500kW以上)のお客さまは、引き続き全数訪問のうえ節

電の実効性を高める取組みを実施。

・法人(500kW未満)のお客さまは対象数が多く、電話やＤＭに

よるお願いを実施。一部業種については、個別訪問のうえ業

種毎の節電の取組みを実施。

・ご家庭のお客さまは、引き続き実効性を高める取組みを実施。

今夏の新たな取組み昨夏・昨冬からの継続取組み

・各種媒体を通じた節電のお願い

・全戸チラシ、検針票などを通じたＰＲ

・街頭におけるＰＲ活動

・垂れ幕による節電ＰＲ

・「はぴｅみる電」の加入慫慂 等

・ﾃﾞﾏﾝﾄﾞｶｯﾄﾌﾟﾗﾝの積極的加入慫慂

・空調抑制、照明消灯等のお願い 等

・需給調整ﾒﾆｭｰの積極的加入慫慂

・空調抑制、照明消灯等のお願い 等

主な取組み

マス媒体

ﾎﾟｽﾀｰ・ﾁﾗｼ

ｺｰﾙｾﾝﾀｰ

電話・ＤＭ

訪問

（一部業種別）

訪問

ｱﾌﾟﾛｰﾁ方法

・節電インセンティブ施策

（節電トライアル）

・新たな料金メニューの新設

（季時別電灯ＰＳ）

・ＢＥＭＳアグリゲーターとの協業によ

るピーク抑制

・計画調整特約等の拡充

・ネガワットプランの実施

主な追加施策

約800万

約11万

約7千

対象数

家
庭

１２

○今後の取組み○昨夏の節電効果

約 ▲ 190 万KW 約 ▲ 160 万KW 約 ▲ 5 ％

大 口 約 ▲ 100 万KW 約 ▲ 85 万KW 約 ▲ 7 ％

小 口 約 ▲ 60 万KW 約 ▲ 50 万KW 約 ▲ 5 ％

家 庭 約 ▲ 30 万KW 約 ▲ 25 万KW 約 ▲ 3 ％

分
野
別

合  計

節電要請期間平均夏季最大３日平均

ご訪問にて
丁寧にご説明

当社で実施するものの、対象のお客さまが多く、より
実効性を上げるための取組みが必要。

対象数が多い法人(500kW未満)、家庭に対して節電の意
識をより高め、実効性を上げる取組みが必要

500kW
以上

500kW
未満

500kW
以上

500kW
未満

法

人

（※「500kW以上」：特高、高圧（契約電力500kW以上）のお客さま 、 「500kW未満」：高圧（契約電力500kW未満）のお客さま）



お客さまへの節電方法のご紹介
（お客さま向けパンフレットから抜粋）

（注）１．節電効果は、建物全体の消費電力に対する節電効果の想定割合の目安です。
２．一定の条件での元での試算結果ですので、各々の建物の利用状況により削減値は異なります。

（２）ご家庭における節電方法

（１）お客さまの業種ごとの節電方法

・エアコンの設定を２８℃ １０％削減

・すだれ等を活用して日差しを和らげる １０％削減

・冷蔵庫の設定を「強」から「弱」に切替え、開閉時間を最小化 ２％削減

・テレビを省エネモードに設定し画面の照度を下げる ２％削減

１３

参考６

業種 節電効果 業種 節電効果

照明
室内の照明を半分程度間引き
 (例：800ﾙｸｽ→400ﾙｸｽ） 13% 照明

店舗の照明を半分程度間引き
（例：800ﾙｸｽ→400ﾙｸｽ） 13%

空調 室内温度 ２８℃設定 4% 空調 室内温度 ２８℃設定 4%

ＯＡ機器 不使用機器のコンセントを抜く 3% 冷凍冷蔵 冷凍・冷凍ショーケースの消灯 等 1%

照明
客室以外の照明を半分程度間引き
（例：800ﾙｸｽ→400ルクス） 13% 照明

店舗の照明を半分程度間引き
（例：800ﾙｸｽ→400ﾙｸｽ） 11%

空調 不使用の共用エリアの空調停止 1% 空調 室内温度 ２８℃設定 1%

空調 ロビー等で２８℃設定 1% 冷凍冷蔵 台数の限定、庫内の霜取り等を実施 5%

照明
事務室の照明を半分程度間引き
（例：800ﾙｸｽ→400ﾙｸｽ） 4%  不使用エリアの消灯、空調を２８℃設定、自家発電設備の活用

照明 不使用エリアの消灯の徹底 4%  待機状態にある電気設備の電源ＯＦＦ、ＬＥＤ照明への交換 等

空調 ブラインド、遮熱フィルム、ひさし等の活用 1% 照明 教室、職員室の間引き 16%

照明 体育館の照明の間引き 2%
学校

病院・福祉
製造業

効果的な節電項目効果的な節電項目

一般業務用

ホテル・旅館

卸・小売店

食品スーパー

（設定温度を２℃上げた場合）

（注）１．節電効果の記載値は、在宅家庭の最大使用時（約1,200W）に対する削減率の目安です。（資源エネルギー庁推計）
２．合計の削減率は目安であり、実際と異なる場合がございます。 ＜参考＞経済産業省「夏季の節電メニュー（ご家庭の皆様）」（平成２４年５月）



夏の節電のお願い 主なＰＲ・施策等スケジュール

街 頭 ＰＲ 他

垂 幕 掲 示（弊社事業所）

全戸ﾁﾗｼ／検針票 [ 裏面利用 ]
（約１２００万枚/月）

ポスター／店頭チラシ

パンフレット

個
別
Ｐ
Ｒ

自治体訪問 （全自治体）

お客さま(500kW未満)Ｄ Ｍ （約１１万軒）

お客さま(500kW以上)

訪 問 （約７０００軒）法人
・

自治体

５月

全体の動き

ホームページ

新 聞 広 告

テ レ ビ ＣＭ

マ
ス
Ｐ
Ｒ

８月７月６月 ９月

▼▼5/195/19 節電公表節電公表

※以降、随時訪問

※以降、随時訪問

※以降、随時送付

▼8/1～検針票配布

公表（需給状況のお知らせ）

▼7/初～設置

▼7/初～

夏の節電期間夏の節電期間

季時別電灯ＰＳ

ＢＥＭＳｱｸﾞﾘｹﾞｰﾀｰとの協業によるﾋﾟｰｸ抑制

９月８月７月６月

節電お問い合わせ専用ダイヤル

５月施策

節電トライアル
▼7/31▼6/1～受付開始

▼7/1～新料金適用

▼7/初旬出稿

▼6/下旬～

▼5/23 出稿
（節電のお願い）

▼5/19～今夏の需給見通し・節電方法掲載

▼7/2～検針票配布

▼5/末 送付

▼5/21～訪問

▼5/21～訪問

5/21 届出・ﾌﾟﾚｽ▼

5/19ﾌﾟﾚｽ ▼

▼5/19～設置

▼6/下旬～でんき予報開始

9/7  9/7  ▼▼▼▼7/27/2

▼5/末～適宜配布開始

▼6/1～全戸ﾁﾗｼ配布

▼5/末～掲示・配布

１４

※以降、適宜出稿

募集期間（5/28～6/15)5/28ﾌﾟﾚｽ ▼

計画調整特約ご加入のお願い
ﾈｶﾞﾜｯﾄﾌﾟﾗﾝご登録のお願い



自治体さまへの節電の周知に関するご協力のお願い

自治体の皆さまには、下記のとおり、ご協力をお願い申し上げているところです。

１．期間を通じた節電周知

ご協力を賜りたい事項

・自治体広報誌への掲載
・自治会回覧板への資料折り込み
・弊社ポスター（チラシ）の自治体施設への掲示

これら以外にも、ホームページへの掲載等にて、ご協力いただけましたら幸いです。

２．需給逼迫時の緊急連絡

昨冬にご準備いただいた主な事例を、参考１にとりまとめさせていただきました。
今夏におきましても、同様にご準備賜りますようお願い申し上げます。
なお、期間中に需給が逼迫した際には、自治体さま向けに一斉メールにてご連絡させていただきます。

３．その他（需給逼迫時の一斉メールについて）

自治体さま向けの需給逼迫時の一斉メールにつきまして、新規登録および解除は、
お手続きができるよう準備を進めてまいります。準備が整い次第、別途、
ご案内をさせていただきます。

※自治体の皆さまへのお願い文書

１５



使用率が９７％を超過
すると見込まれる場合
に一斉メール送信 Ｃ自治体さま

○○○○課
△△さま

Ｂ自治体さま
○○○○課
△△さま

Ａ自治体さま
○○○○課
△△さま

関西電力

＜Web＞
でんき予報

＜報道機関＞
ＴＶ・ラジオ
新聞

行政区域内
への周知

協力要請

９７％超過
の見込み

ケーブルテレビケーブルテレビ

防災無線防災無線

町内放送町内放送

広報車広報車

ＦＭラジオＦＭラジオ

掲示板掲示板ホームページホームページ

防災メール防災メール

行政区域内
への周知

行政区域内
への周知

昨冬、需給逼迫時に備えてご準備いただいた主な事例参考１ １６



参考１節電インセンティブ施策（ＰＲチラシ）
＜表面＞ ＜裏面＞



季時別電灯ＰＳの概要

季時別電灯ＰＳは、夏のピーク時に対応する「ピーク時間」と、それ以外の「オフピーク時間」「夜間時間」に時間帯を区分しており、
「ピーク時間」から「オフピーク時間」および「夜間時間」へ電気のご使用をシフトしていただくことで、電気料金を削減できる料金メ
ニューです。

◆対象となるお客さま

供給約款の従量電灯の適用範囲※に該当し、ピーク時間以外の時間帯へ 負荷移行が可能なお客さま。

※従量電灯の適用範囲：電灯または小型機器を使用する需要であり、原則として、最大需要容量が50キロボルトアンペア未満である需要。
ただし、低圧電力とあわせて契約する場合は、原則として、最大需要容量または契約容量と契約電力との合計が50キロワット未満である需要。

◆料金

◆時間帯区分

ピーク時間：夏季（毎年７月１日から９月３０日までの期間）平日の１３時から１６時までの時間

オフピーク時間：毎日７時から２３時までの時間（ピーク時間に該当する時間を除く）

夜間時間：毎日０時から７時までおよび２３時から翌日０時までの時間

13時

16時

7時

23時
＜夏季・平日＞

夜間時間オフピーク

時間

ピーク

時間
オフピーク

時間 7時

23時

＜夏季・平日以外＞
＜その他季＞

夜間時間

オフピーク時間

◆その他

季時別電灯ＰＳの実施に伴い、「口座振替割引契約」および「料金についての特別措置〔太陽光発電促進付加金〕」について、

変更届出・認可申請を行いました。

参考２

８円１９銭夜 間 時 間

２７円９４銭230kWh超過分

２６円４１銭
90kWh超過

230kWhまで

２０円６２銭最初の90kWhまで

オフピーク
時間

５２円８２銭ピ ー ク 時 間

電力量料金

３７８円００銭上記を超える１kVAにつき
１，１５５円００銭１契約につき最初の10kVAまで

基本料金



参考３今夏の自由分野における需給調整契約の取組み

①需給調整契約の拡充①需給調整契約の拡充

調
整

需
給

計
画
調
整
契
約

特高

随
時
調
整
契
約

高圧５００ｋＷ未満高圧５００ｋＷ以上

＜休日特約＞

＜操業調整特約＞

＜デマンドカットプラン＞

（１０日以上調整割引 ： １０日以上の休日設定で割引拡大）

＜ピーク時間調整特約＞

（オプションプラン ： 確実な負荷調整で割引拡大（未達の場合はペナルティ））

（調整日選択プラン ： １日・１時間単位での加入が可能）

②ネガワット入札制度の実施②ネガワット入札制度の実施

今夏新たに拡充

＜瞬時調整特約＞

＜通告調整特約＞（前日通告プラン）

今冬までに設定していたメニュー

（前週通告プラン ： 前週金曜日に翌週の該当日の負荷調整を通告）

入
札

特高 高圧５００ｋＷ未満高圧５００ｋＷ以上

（ネガワットプラン）



「ＢＥＭＳアグリゲーターとの協業によるピーク抑制」の概要 参考４

当社管内の高圧（契約電力５００ｋＷ未満）のお客さま
負荷調整の
対象となる
お客さま

平日の午前９時～午後８時までの間で、当社が要請
する時間帯
（※上記時間には、午後１時～午後４時を必ず含む）

負荷調整時
間帯

需給逼迫が予想される日の前日の午後
負荷調整の
依頼ﾀｲﾐﾝｸﾞ

①節電要請期間までに、負荷調整にご協力いただけ
るお客さまの選定と負荷
調整可能電力の報告
②負荷調整時間帯において、ＢＥＭＳを活用して①で
選定したお客さまの負荷調整を実施
③負荷調整の実施結果の報告

アグリゲー
ターへの主
な委託内容

平成２４年７月２日～平成２４年９月７日実施期間

募集の周知方法：当社ホームページを通じて行う
時 期 ：平成２４年５月２８日～平成２４年６月１５日

アグリゲー
ターの募集
方法および
時期

当社の負荷調整要請に基づき、ビル、工場等の空
調・照明設備等の負荷調整・制御を行うエネルギー
管理システム（ＢＥＭＳ）を導入されたお客さまに対し、
負荷調整を働きかけ、ピーク抑制を実施いただけるア
グリゲーターを募集

内 容

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
① ： 当社とＢＥＭＳアグリゲーターの間で負荷調整に関する委託契約を締結。ＢＥ

ＭＳアグリゲーターは、ＢＥＭＳを導入しているお客さまの中から需給逼迫時
に負荷調整のご協力いただけるお客さまを募集し、負荷調整可能電力を報告。 

② ： 当社の需給逼迫が予想される日の前日の午後に、負荷調整時間帯を提示し、翌
日の負荷調整の実施を依頼。 

③ ： ＢＥＭＳアグリゲーターは②の連絡を受け、すみやかにお客さまに翌日の負荷
調整時間帯を提示し、負荷調整の実施を依頼。 

④ ： お客さまはアグリゲーターからの要請時間帯に負荷調整を実施。ＢＥＭＳアグ
リゲーターは負荷調整状況を遠隔等で監視し、必要に応じて遠隔操作等で負荷
調整を実施。 

⑤ ： ＢＥＭＳアグリゲーターは負荷調整の実施結果を報告。 

 

② 

⑤ 

ＢＥＭＳ 

アグリゲーター 

④ 

小口のお客さま 
（高圧 500kW 未満） 

③ 
法人Ａ 

（ＢＥＭＳ） 

法人Ｂ 

（ＢＥＭＳ） 

法人Ｃ 

（ＢＥＭＳ） 

① ＢＥＭＳ
アグリゲーター

【取組みのイメージ】【概要】

前 日 当 日～

需要抑制
実施の連絡

13時

Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
ー

翌日の需給
ギャップ判明

需給逼迫前

20時 需給逼迫の時間帯

お客さまの
募集等

当
社

依頼

翌日の目論見
把握

需要抑制
目論見集約

報告

需要抑制の実施

当日の実績
把握

報告

需要抑制
実績の集約

20時

前 日 当 日～

需要抑制
実施の連絡

13時

Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
ー

翌日の需給
ギャップ判明

需給逼迫前

20時 需給逼迫の時間帯

お客さまの
募集等

当
社

依頼

翌日の目論見
把握

需要抑制
目論見集約

報告

需要抑制の実施

当日の実績
把握

報告

需要抑制
実績の集約

20時

【負荷調整実施の流れ】



「ネガワットプラン」の概要 参考５

実績調整電力が契約調整電力の９割を下回った
場合は、調整未達電力に対して調整未達補償金
を設定

調整未達
補償金

割引単価が安価な順に、募集ｋＷに達するまで落
札者を決定

落札者の決定

お客さまが応札した希望単価
割引単価

実績調整電力（ｋＷ） × 割引単価（円/ｋＷ） ×
調整時間（ｈ）

調整割引額

実績調整電力＝
前週の同じ曜日の該当調整時間の平均電力
－ 調整時間の平均電力

実績調整電力
の算定式

お客さまから、事前登録のお申し込みをいただき、
ＩＤ・パスワードを登録。 ＩＤ・パスワードを使い、
当社ホームページから応札いただく。

応札方法

募集調整電力および調整時間〔募集時点で公
表〕

募集内容

需給逼迫が予想される日の前週の金曜日から前
日までの間で、追加的な負荷調整が必要と想定さ
れる日毎に入札を実施。

募集の
タイミング

特高：５００ｋＷ以上、高圧：１００ｋＷ以上
契約調整電力

当社管内の特高・高圧（契約電力５００ｋＷ以上）
のお客さま

対 象

平成２４年７月２日～平成２４年９月７日
適用期間

【概要】

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ： 当社の需給逼迫が予想される日の追加的に負荷調整いただきたい量および時間

帯を提示し、調整電力を広く募集 

 ② ： お客さまが調整可能な電力（ｋＷ）、希望単価（円／ｋＷ・時）を入札 

 ③ ： 当社は入札状況を確認し、落札者を決定（希望単価の安い順） 

 ④ ： 落札したお客さまは、負荷調整を実施 

 

追追加加的的にに  

負負荷荷調調整整  

いいたただだききたたいい  

量量((kkWW))､､時時間間帯帯  

大口のお客さま 

（特高・高圧） 

① 

③ 

② 

④ 

【取組みのイメージ】

○

週間
でんき予報

金 ～

○

月

○

（翌日の）
でんき予報

水

○

土

－○○入札実施

でんき予報

金木火日カレンダー

毎日更新毎日更新

スケジュール

・翌日に需給逼迫の発生が想定
される場合、入札を実施。
・需給状況が解消されない場合は、
再度入札を実施。

・日々更新される該当日（木曜日）
の需給状況に応じて、入札を実施。

・翌週で追加的な負荷調整が必
要と想定される日を対象に入札を
実施。

実施概要

前週金曜日 土曜日以降 前日

需給逼迫
予想日

○

週間
でんき予報

金 ～

○

月

○

（翌日の）
でんき予報

水

○

土

－○○入札実施

でんき予報

金木火日カレンダー

毎日更新毎日更新

スケジュール

・翌日に需給逼迫の発生が想定
される場合、入札を実施。
・需給状況が解消されない場合は、
再度入札を実施。

・日々更新される該当日（木曜日）
の需給状況に応じて、入札を実施。

・翌週で追加的な負荷調整が必
要と想定される日を対象に入札を
実施。

実施概要

前週金曜日 土曜日以降 前日

需給逼迫
予想日

【ネガワットプラン実施の流れ】※翌週の木曜日に需給逼迫が想定される場合のイメージ



製造業のお客さま 食品スーパーのお客さま ホテル・旅館のお客さま

病院・福祉のお客さま 学校のお客さま ご家庭チェックシート

お客さま向けパンフレット 参考６


